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時を超え、武家屋敷が

子どもたちの学び舎に
市民の文化活動の

拠点である旧曽我
部家。

　新たに、子ども
たちの“居場所”と

してスタートした

　西山ホタル祭り
当日には、子ども

た

ちの家族も足を運
んでくれるのでは

な

いかと楽しみです
。西山地区を知っ

て

もらう機会になり
、地区との繋がり

が

生まれる手応えを
感じた一日でした

。

　ヒメサユリやハ
ッチョウトンボな

ど、

西山地区には自然
や魅力がいっぱい

で

すが、高齢化や人
口減少で、それら

を

守り継いでいくに
は限界が見え始め

て

います。寺子屋を
通して感じた思い

や

体験を語り継ぎ、
たとえ西山地区出

身

者でなくても、古里
を永く守っていく

き

っかけになってほ
しいと願っていま

す。

１．オープニング
セレモニーに

て。（左から）看板
を掲げた横戸

市長、森本登志郎武
家屋敷保存会

会長、木村留貴也
さん、森 桜子

さん／２．思いの
ままに伸び伸

びと描く／３．講
師の指導に応

える子どもたち。
終始活気に満

ち溢れていた／４
．アドバイス

を受けながら取り
組む姿は真剣

そのもの／５．子
どもたちの色

彩豊かな作品が目
を奪う

西山地区　牧野義文会
長

子
ど
も
た
ち
の
学
び
、
体
験
、

交
流
の
拠
点

　市
が
、
今
年
度
か
ら
新
規
事

業
と
し
て
始
め
た
か
み
の
や
ま

寺
子
屋
事
業
。
上
山
小
学
校
の

児
童
を
対
象
に
、
月
〜
金
曜
日

ま
で
の
放
課
後
１
〜
２
時
間
程

度
、
同
校
の
近
く
に
あ
る
武
家

屋
敷
「
旧
曽
我
部
家
」
を
主
会

場
に
行
っ
て
い
る
。

　目
的
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
。

一
つ
は
、
放
課
後
な
ど
に
安
心

し
て
過
ご
せ
る
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
地
域
内
外
の
大
人
た

ち
が
先
生
役
・
見
守
り
役
と
し

て
連
携
し
、
地
域
全
体
で
子
育

て
を
支
援
し
て
い
く
体
制
を
つ

く
る
こ
と
で
あ
る
。

　プ
ロ
グ
ラ
ム
は
◇
地
域
の
自

然
や
文
化
、
昔
の
遊
び
な
ど
に

触
れ
る
「
体
験
・
交
流
」
◇
地

域
住
民
が
、
宿
題
や
自
主
学
習

を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
学
習
支
援
」

◇
楽
し
く
体
を
使
い
、
心
身
を

育
む
「
運
動
体
験
」
の
３
つ
が

柱
。
さ
ら
に
、
週
末
や
長
期
休

暇
中
は
「
週
末
寺
子
屋
」
と
し

て
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
中
心
に
し た

別
内
容
を
実
施
し
て
い
る
。

　６
月
15
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
現
地
で
行

わ
れ
、
地
区
民
や
学
校
関
係
者

な
ど
約
40
人
が
出
席
。
大
勢
の

人
が
見
守
る
中
、
か
み
の
や
ま

寺
子
屋
と
書
か
れ
た
看
板
を
玄

関
先
に
掲
げ
、
開
設
を
祝
っ
た
。

横
戸
市
長
は
「
歴
史
あ
る
場
所

で
、
学
習
や
体
験
が
で
き
る
こ

と
は
す
ば
ら
し
い
。
仲
間
づ
く

り
を
し
な
が
ら
伸
び
伸
び
と
活

動
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　プ
ロ
グ
ラ
ム
初
日
の
同
日
、

７
月
４
日
に
行
わ
れ
る
「
西
山

ホ
タ
ル
祭
り
」
の
会
場
に
飾
る

た
め
の
行
燈
作
り
を
体
験
。
西

山
地
区
の
み
な
さ
ん
に
手
順
を

聞
き
な
が
ら
思
い
思
い
に
絵
筆

を
走
ら
せ
、
行
燈
に
張
る
ホ
タ

ル
や
お
城
な
ど
を
描
い
た
。

　子
ど
も
た
ち
は
「
み
ん
な
上

手
に
で
き
た
と
思
う
。
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
い
、

き
れ
い
だ
な
と
喜
ん
で
く
れ
た

ら
嬉
し
い
」
と
に
っ
こ
り
。
友

人
と
の
制
作
を
楽
し
み
な
が
ら
、

祭
り
当
日
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

い
た
。

歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
城

下
町
・
上
山
ら
し
い
事
業

　本
事
業
の
特
色
は
、
地
域
の

中
に
子
ど
も
た
ち
が
過
ご
せ
る

場
所
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

本
市
が
持
つ
地
域
資
源
・
文
化

財
を
利
用
し
て
い
る
点
に
も
あ

る
。　市

指
定
文
化
財
で
あ
る
活
動

場
所
の
武
家
屋
敷
「
旧
曽
我
部

家
」
は
、
サ
ー
ク
ル
や
団
体
な

ど
が
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て

市
が
整
備
し
、
平
成
25
年
度
か

ら
貸
し
出
し
を
開
始
。
歴
史
・

文
化
を
発
信
す
る
、
市
民
の
文

化
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
し

て
い
る
。
こ
こ
で
友
人
や
大
人

た
ち
と
学
び
、
遊
び
過
ご
す
時

間
は
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
贅
沢
な
体
験
。
江
戸
時

代
に
各
所
で
開
か
れ
て
い
た「
寺

子
屋
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
ま
さ

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

よ
う
に
現
実
の
も
の
と
し
て
、

こ
の
上
山
に
蘇
っ
た
。

＜特集＞寺子屋は
じめました｡

寺子屋プログラム

■開催日時…平日
の放課後。おおむ

ね、

午後３時～５時。
週末や長期休暇は

「週

末寺子屋」として
別途開催。

■会場…旧曽我部
家、上山小体育館

ほか

■対象…上山小児
童　※登録制。学

童保

育利用者は除く。

■内容…以下の５
日間から２日間を

選択。

学習支援プログラ
ムへの参加は１日

のみ

■参加料…無料。
※プログラムの内

容に

よって実費負担あ
り。

　 　　　

各30人

各50人
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５

あ
ん
ど
ん
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　JRかみのやま温泉駅前の「かみのやま温泉観光案
内所」が、４月25日（水）にグランドオープンします。
　国内外から訪れた旅行者に、市内の観光や物産の
情報を発信するとともに、駅前の賑わい創出、交流
の場としても活用しますので、ぜひご利用ください。

問合せ　観光課　内線191

迅速な救急・消防活動へ
通信設備を整備
高機能消防指令センター運用開始

■整備内容
●NET１１９緊急通報装置
　音声による通報が困難な人がスマートフォンや携帯電話のイ　
ンターネット機能を利用し通報できる。　※要登録。
●出動車両運用管理装置
　GPS機能を活用し、指令センターと出動隊で情報を共有する。
●多言語コールセンターシステム
　外国語での119番通報に対し、指令台を介してコールセンター
へ接続し、三者通話による電話通訳を行う。

　このたび、市は情報通信設備の高度化に合わ
せ、新たな装置を導入し運用を開始しました。　
　整備したのは、◇NET１１９緊急通報装置◇出動
車両運用管理装置◇多言語コールセンターシステ
ムの3点。
　3月12日、消防本部で行われた運用開始式で、横
戸市長は「救急搬送や自然災害が発生した際、より
迅速に対応できるようになる。“安全・安心なまちか
みのやま”の実現に向け、今後も整備を進めていく」
とあいさつしました。
　市は今後も、市民のみなさんが安全・安心して生
活できるよう、救急・消防体制の強化を進めていき
ます。

いよいよグランドオープン！！
「新たな観光の拠点」が始動４⁄25

■問合せ　消防本部　672-1190

市制施行70周年記念特別表彰









こ

▽児童虐待によって命を落としている件数

　８月22日、児童虐待を受けているこどもやヤングケアラーへ
の支援に向けた研修会を市役所で実施しました。
　研修会には市内の小中学校や相談支援事業所の職員など
38人が参加し、虐待を受けている子どもが出すSOSの事例やヤ
ングケアラーへのサポートなどを学びました。
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